





A study about he achievements and challenges of the sport policy in China 
-Focus on the Sunshine Sports Program -
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Abstract 
The present study aimed at evaluating the achievements and challenges of the sport pol-
icy in China such as the National Fitness Program (NFP) or the Sunshine Sports Program 
(SSP). The achievements and challenges have been clarified from previous research for NFP 
and SSP， and factual investigation for SSP. 
Several investigations reported that the achievements of NFP were refl.ected in the in田
creases in sports population， social sports facility， and social sports instructor. On the other 
hand， a variety of problems such as propaganda， enlightenment， social sports facility， and 
social sports instructor have been pointed out. 
In the factual investigation of SSP， questionnaire and interview were conducted with the 
physical education teachers from al 28 junior high school in Baishan City， Jilin Province， 
China. 
From this investigation， itwas found that SSP was carried out for one or more days per 
week in a total of 21 schools (75%) and for every day in 19 schools (67.9%). Additionally， the 
effects of SSP could be listed as [got physical strength] and [began to like sports]， etc. Our 
五ndingshave also indicated that the problems of implementing were [field] and [funds]， and 
the 4 reasons for not implementing were [field]， [times]， [funds]， and [safety]， respectively. 
In summary， the challenges ofSSP were as followed， 1)the value of SSP was neglected 
because the enrollment rate and study were emphasized by school or 加nily，2) spor白 ex-
penses， fields and facilities are inadequate， 3)deficient sports events， 4)problem in safety， 
5) children have no habit of exercise and low awareness of sports participation， etc. 















































































































































































































































































7時 30分から 11時 20分まで授業
11時 20分から 12時 30分まで昼休み
12時 30分から 13時 30分まで長自習
13時 35分から 16時 45分まで授業
16時 50分から 17時 30分まで小自習
17時 30分から 18時 30分まで夕食
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図3)非実施の理由
陽光体育運動を行っていないと答えた学
校、 7校に実施しない理由を聞いたところ、
「場所がない」と「安全面で心配」を挙げた
学校が5校 (71.4%)と高く、「時聞がない」
と「経費がない」を挙げた学校が4校
(57.1%)であった。「学校の方針」で実施して
いない学校も 2校あった。
4)まとめ
調査の目的は、経済的にあまり発達して
いない中国東北地方の中小都市である吉林
省白山市全28中学校を事例に、陽光体育運
動実施の実態を明らかにすることであっ
た。
今回の調査から、21校、75%の学校で週l
越ほか
日以上「陽光体育運動Jを行っていることが
分かつた。しかし陽光体育運動は、毎日行う
ことが求められており、「毎日J(冬場は行っ
ていない学校も含め)行っている学校は 19
校、三分のこであった。
陽光体育運動を実施している学校では、
その効果がはっきりと見て取れる。例えば
「前よりも体力がついた」ゃ「運動やスポー
ツが好きになった」などが指摘された。しか
し、実施している学校においても、実施する
上での問題があった。それは場所がないこ
とや経費がないことなどの外的条件に制約
されていると考えられるO二日間にわたり、
ある中学校で観察したが、体育の授業で l
年生、 2年生は自由に遊んでいたり、男子は
バスケットボール、女子は散歩をしていた。
しかし、多くの生徒はすぐに教室に帰って
勉強したり、寝たり、あるいはお喋りをして
いた。 3年生は体育の授業はなくなってい
た。しかしもうすぐ受験に必要な体育の試
験があるので、ある時間に試験の種目であ
る800メートル、立ち幅跳ぴ、砲丸投げを練
習していることが分かつた。
調査結果では、 7校25%で「陽光体育運
動」を行っていないことがわかった。実施し
ていない理由については、「場所がないJと
「安全面の心配」が第一位となっているが、
「時聞がないjと「経費がない」の二つの項
目も高く指摘された。これらの項目は陽光
体育運動を行う上での基礎的な条件であ
る。体育教師とのインタピューから、ある学
校では、校庭が整備されていないため運動
をすることが難しいと話していた。そして、
経費が少なく体育用具も満足にそろえるこ
とができない現状である。ある学校での体
育用具は、リレーのバトン 20本、縄跳びロ
ープ20本、砲丸7個、サッカーボール3個、
バレーボール2個、バスケットボール2個
だけであり、体育の授業を行うのも大変に
なっているO
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中国における体育 スポーツ政策の成果と課題
また現在、中国では経済の発展とともに、
競争社会となり、良い就職のために受験競
争が激化している。学校では進学率を最も
重視しており、家族も自分の子どもには余
計なことは何もせず、一生懸命、勉強してほ
しいという希望がある。このことが「学校の
方針Jとして陽光体育運動を実施していな
いことにも表れている。
さらに多くの体育教師は安全面の問題を
心配している。子どもが運動時に怪我をし
てしまうと体育教師の責任となるので、簡
単な運動種目だけを行っているようであ
る。例えば跳馬や鉄棒、平行棒のような種目
は千?っていない。
今後、陽光体育運動が政策どおり展開さ
れ、子供たちの心身の健康づくりに資する
ためには、国や省、市、県などによって、学
校への経費の増加や学校の体育施設の整備
充実が望まれる。それは陽光体育運動がう
まく実施されるために最も重要なものであ
ろう。さらに、青少年が参加し楽しめる運動
会、体育活動などの開催が挙げられる。この
ような体育活動が開催されることによって
陽光体育運動も促進される。今回の調査結
果からは、陽光体育運動は三分の二の学校
で行われているに過ぎなかった。様々な問
題が解決されることが期待されている。
本研究では、全民健身運動と陽光体育運
動を中心に、中国の体育・スポーツ政策の
成果と課題を探った。北京オリンピック後、
中国も「スポーツ大国」から「スポーツ強固」
になることが大々的に提唱されている。す
なわち競技スポーツにおける競技力向上だ
けではなく、大衆スポーツの振興やスポー
ツ文化の浸透である。そのためにも、全民健
身運動などのスポーツ政策の全国での展開
が必要である。本研究結果からは、宣伝・啓
蒙、予算、体育・スポーツ施設の不足など、
様々な課題が明らかになった。さらに子供
を含め、人々の体育やスポーツに対する価
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値や評価を高め、積極的に参加するための
方策が必要である。
中国は、広大な国土と 13億以上の人口、
さらに 56もの多民族国家である。経済発展
も都市と農村で大きな格差がある。体育・
スポーツ政策の浸透には、今後も永続的で
着実な取り組みが必要と思われる。
6.提言
ここでは、今後の中国における陽光体育
運動の実施のための提言として、白山市の
事例から次の点を指摘する。
まず、第ーとして陽光体育運動に対し、今
以上の宣伝や啓蒙が必要である、白山市の
学校では、調査対象校の三分の二の学校は
陽光体育運動を実施しているが、陽光体育
運動の意義や意識を高める必要があると考
えられる。そのためにも啓蒙や宣伝を強化
することが必要である。特に、経済が発達し
ていない地区と農村部ではさらに必要であ
る。
二つ目は、陽光体育運動の経費を増加す
べきであろう。現在、中国の陽光体育運動の
実施のために最も強調されている問題とし
て、体育経費不足が指摘されている。経費の
不足によって、現状では、学校の体育施設を
増加させたり改善させたりすることができ
ない。体育施設への投資を上げる必要があ
る。
三つ目は、学校と家族とも陽光体育運動
をもっと重視することが必要である。現在、
中国は受験競争社会となった。進学率やよ
い大学への進学という考え方を、健康第一
の考え方に代える、子供たちから学習のプ
レッシャーを軽減することが必要である。
7.今後の課題
本研究では、中国の体育・スポーツ政策
の成果と課題に関して研究したが、時間の
関係から陽光体育運動だけの実態調査とな
超ほか
ってしまった。しかも調査対象が吉林省白
山市の中学校だけとなってしまった。今後、
さらに地域を広げて調査を行う必要があ
るO
また全民健身運動に関して先行研究を収
集したが、その先行研究は一部に限られて
しまった。中国は広く人口も多く全国調査
は無理であるが、今後、全民健身運動に関す
る各地域の調査研究が望まれる。
さらに今後の中国のスポーツの発展に
は、中国の体育・スポーツ政策をより詳し
く研究・把握し、日本の体育.スポーツ政策
と比較する必要がある O 望ましいスポーツ
政策のために、日中の体育・スポーツ政策
を比較研究する予定である O
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